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「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」(令和3年 6月)にしたがい、

京都大学医学部附属病院医療情報企画部にて行っている疫学研究の情報を公開していま

す。 

 疫学研究とは、人の病気の原因・病態の解明および予防、治療の方法の確立を目的とす

る研究です。当科では、過去の診療記録より得られた情報を利用して、下記の疫学研究を

行っています。下記の疫学研究は、京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病

院医の倫理委員会の審査を受け、研究機関の長の許可を得て実施するものです。 

  

 

1．研究の名称：Rapid Response System 実装のための患者観察実施状況調査 

 

2. 研究機関の名称・研究責任者の氏名 

京都大学医学部附属病院 医療情報企画部 教授 黒田 知宏 

 

3．研究の目的 

 Rapid Response System (RRS) とは、急な体調悪化が危惧される患者の早期認識と早期

介入を中核とした院内対応システムであり、早期認識はバイタルサインを用いたスコアリン

グシステムに基づいて運用されています。 

 この内、呼吸数はスコアの中で最も重要なコンポーネントであるにもかかわらず、一般に

測定さることが少なく、問題となっています。患者急変を早期に検出し、早期治療により予

後を改善するための観察項目測定状況を電子カルテ上に集積された診療情報を利用して検

証いたします。 

これらの観察項目測定状況を明らかにし、院内急変予防に対するこれらの測定の有効性を

検証すること、および院内急変予防のための測定増加に必要な人的・時間的資源を検証する

ことを目標としています。 

 

4．対象となる情報の取得期間 

2016 年 1 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日までに、京都大学医学部附属病院で入院あるいは外

来治療を行い、診療記録二次利用のためのデータベースである Data Warehouse(DWH:データ

の貯蔵庫)上にデータが存在する全患者さんを対象としています。 

 

5．研究実施期間 

研究実施機関の長の許可日から 3年間です。 

 

6．試料・情報の利用目的、利用方法 

対象となる患者さんの診療情報をデータベース、診療録より取得し、治療や生存成績に関す



る事項を統計学的に解析・評価することを目的としています。取得する情報は年齢・性別や

バイタルサイン測定状況、ICU 入室状況、治療経過、検体検査、投薬、手術データ等をデー

タベースより収集します。 

 

7．資料・情報の管理について責任を有する者 

京都大学大学院医学研究科リアルワールドデータ研究開発講座 特定研究員 福山啓太 

 

8．研究対象者の個人情報保護及び研究に係る試料・情報の保管 

本研究で収集する情報は個人が特定できないように匿名化した上で解析などを進めます。ま

た本研究の成果を学会や学術誌で発表することがありますが、これも個人を特定できないよ

うにした上で行います。収集したデータは個人情報の漏えいや紛失が起こらないように適切

に保管し、研究終了後から 10 年間保管します。その後は個人情報に配慮し、適切に廃棄し

ます。 

 

9. 参加拒否について 

研究対象者等またはその関係者の申し出により、研究対象者が識別できる試料や情報の利用

を停止することができます。 

 

10．本研究に関する資料の入手、閲覧及びその方法 

希望により個人情報保護及び本研究に支障のない範囲で本研究の研究実施計画書、研究の方

法に関する資料の入手、閲覧が可能です。その際は下記研究対象者からの相談窓口へご連絡

ください。 

 

11．研究資金・利益相反 

本研究は運営費交付金により行い、特定の企業等からの資金提供はありません。利益相反に

ついては「京都大学利益相反ポリシー」、「京都大学利益相反マネジメント規程」に従い、「京

都大学臨床研究利益相反審査委員会」において適切に審査されます。 

 

12．本研究に関する相談、お問い合わせ先 

・京都大学大学院医学研究科 附属医療 DX 教育研究センター 

 特定助教 齊藤 健一 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 

mr31ken@kuhp.kyoto-u.ac.jp   TEL: 075-366-7703 

・京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口  

ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp   TEL: 075-751-4748 
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